
〇 〇 〇 〇 〇 〇
農 土 道 道 土 土
林 地 営 営 地 地

平 水 改 土 土 改 改
成 産 良 地 地 良 良
十 大 事 改 改 事 区
四 臣 業 良 良 業 の
年 権 の 事 事 の 役
四 限 施 業 業 施 員

北 海

〇 〇 〇 〇 〇 〇
道 特 北 肥 の 北 北
営 定 海 料 委 海 海
換 調 道 の 託 道 道
地 達 立 登 立 立
計 契 産 録 オ 十
画 約 業 ホ 勝
の に 共 ー 圏
決 係 進 ツ 地

道 公 報

〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
大 大 北 北 有 富 暑
規 規 海 海 害 良 寒
模 模 道 道 興 野 別
小 小 立 立 行 天
売 売 工 社 の 別 売
店 店 業 会 指 道 焼
舗 舗 技 福 定 立 尻
立 立 術 祉 自 国

第

〇 〇 〇 〇 〇
大 産 一 包 地
沼 業 般 括 方
国 廃 廃 外 自
定 棄 棄 部 治
公 物 物 監 法 告
園 処 処 査 に
に 理 理 契 よ
関 施 施 約 る

号

毎
週
火
・
金
曜

月 に 行 変 計 行 の
九 係 の 更 画 の 就
日 る 同 計 の 認 任

保 意 画 決 可 及
安 の 定 申 び
林 決 請 退
の 定 の 任

火 指 適 の
定 否 届

曜 の の 出
解 決

日 除 定
の

定 る 会 ク 域
落 場 圏 食
札 の 地 品
者 使 域 加
等 用 食 工
の 料 品 技
公 の 加 術
示 徴 工 セ
収 技 ン
事 術 タ
務 セ ー
の ン の
委 タ 使

地 地 セ 総 然 定
法 法 ン 合 公 公
附 に タ セ 園 園
則 よ ー ン に に
第 る の タ 関 関
五 市 使 ー す す
条 町 用 の る る
第 村 料 使 公 公
一 等 及 用 園 園
項 の び 料 事 事
意 手 の 業 業（

変 見 数 徴 の の
更 料 収 一 一

す 設 設 の 包 示 目
る の の 締 括
公 設 設 結 外
園 置 置 に 部
事 に に 係 監
業 係 係 る 査
の る る 相 契
一 許 許 手 約
部 可 可 方 の
決 申 申 の 締
定 請 請 資 結
書 書 格 次
の の 証

日
発
行

予
定

（ （ （ （ （
土 土 土 土 土
地 地 地 地 地
改 改 改 改 改
良 良 良 良 良（

治 指 指 指 指 指
山 導 導 導 導 導
課 課 課 課 課 課

託 ー 用
の 料
使 及
用 び
料 手
及 数
び 料（

道 手 の
産 数 徴（ （ （

農 食 地 料 地 収
地 品 域 の 域 事（ （
調 農 農 安 産 徴 産 務
整 政 政 全 業 収 業 の
課 課 課 室 課 事 課 委

） の 事 部 部
の 徴 務 決 決
届 収 の 定 定
出 事 委

務 託 （
の 生
委 活
託 文

化（ （ （ （ （ （
地 地 産 地 ・ 自 自
域 域 業 域 青 然 然
産 産 振 福 少 環 環
業 業 興 祉 年 境 境
課 課 課 課 室 課 課

内 内 書
容 容
の の
概 概
要 要
等 等

（ （ （ （
廃 廃 総 総（

自 棄 棄 務 務
然 物 物 部 部
環 対 対 総 総
境 策 策 務 務 発行
課 課 課 課 課

北 海 道
（総務部法制文書課）

） ） ） ） ） ）

六 六 六 六 六 六
三 三 二 二 一 一

三 二
正 し

こ 施 す 職 内 た
の 行 る 員 容 。
規 期 こ の
則 日 と 任

） ） ） ） ） 務 ） 託

六 六 六 六 六 六
一 一 〇 〇 〇 〇

一 ◇
看 を た 海 職
護 こ 組 趣 道 員「
婦 保 と 織 旨 人 の
」 健 及 改 事 任
師 び 正 委 用

） ） ） ） ） ） ）

五 五 五 五 五 五 五
八 八 八 八 七 七 七

〇 〇 〇 〇
職 一 一 北
員 般 般 海
の 競 競 道
任 争 争 立
用 道 入 入 道 宗
に 人 札 札 教 谷

） ） ） ） ）
電話

ペ
五 五 五 五 五 ー
七 六 六 六 六 ジ 印刷

〇 〇 〇 〇 〇 〇
公 公 平 都 都 公
募 印 成 市 市 有
型 の 十 計 計 水
プ 作 四 画 画 面

道 ロ 公 成 年 公 事 の の
稚 ポ 及 度 業 変 埋

－ －
（内線 ）
－ －

富士プリント

〇 〇
公 る 公
共 事 共
測 項 工
量 の 事
の 閲 の
終 覧 入

は と 用
、 し に
公 た 関
布 。 す
の る
日 権
か 限
ら の
施 一
行 部
し を
、 任
平 命

「
准 」 保 に 員 に
看 、 健 伴 会 関
護 婦 い 規 す「
士 助 助 、 則 る
」 産 産 教 六 権
を 婦 婦 育 限
」 看 委 二 の「

准 を 護 員 八 一
看 婦 会 ） 部「
護 助 法 の を
師 産 及 本 任
」 師 び 庁 命
に 」 北 次 権

関 事 の の 育 ふ
す 委 実 資 委 れ
る 員 施 格 員 あ
権 会 に 会 い
限 規 関 委 公
の 則 す 員 園
一 る 長 の
部 公 告 オ
を 示 示 ー
任 ト
命 キ
権 ャ
者 ン

公

布

さ

れ

た

規

内 ー び 北 の 更 立
土 ザ 廃 海 事 の て
木 ル 告 止 道 表 業 案 に
現 の 予 計 の 関
業 実 算 画 縦 す
所 施 の の 覧 る
告 要 変 工
示 領 更 事

の の
認 し
可 ゅ

ん
功

了 に 札
の 供 及
通 す び
知 る 契
方 約（

二 法 の
件 適（
） 建 正
設 化
部 の
所 促
管 進
分 に

成 権
十 者
四 に
年 委
四 任
月 す
一 る
日 規
か 則

五 ら の
五 適 別

用 表
す 第
る 一

改 、 海 長 者
正 道 級 に「
さ 看 行 の 委
れ 護 政 職 任
た 婦 組 が す
た 」 織 廃 る
め 規 止 規「
、 看 則 さ 則
こ 護 の れ の
の 士 改 、 一
規 」 正 局 部
則 を に 長 を
を 伴 級 改「
制 看 い の 正

に プ
委 場
任 の
す 使
る 用
規 料
則 の
の 徴
一 収
部 事
を 務
改 の
正 委
す 託

則

の

あ

ら

ま

し

認
可

（
公（ （ （

法 園 都 砂
制 下 市 防（ （

文 文 財 水 計 災

） 関
の す
一 る
部 法
改 律
正 第
七
条
及
び（

建 第（
設 建 八
部 設 条
総 情 に

。 及
び
第
二
を
改

定 護 、 職 す
す 師 が る「
る 」 保 新 規
こ 、 健 設 則
と 婦 さ「 （
と 准 」 れ 北

る
規
則

九 九 九 九
一 一 〇 〇

書 書 政 道 画 害
館 課 課 課 課 課
） ） ） ） ） ）

八 八 六 六 六 六
九 五 七 六 五 四

務 報 規
課 課 定
） ） す

六 六
四 四

公

布

さ

れ

た

規

則

の

あ

ら

ま

し

公

布

さ

れ

た

規

則

の

あ

ら

ま

し



条次１
請申

１おと平申

第なの

の請

項、お成

の一り
あ４要月

規般で年概年

物。９

に棄る月日

定廃
り処日

よ

北 海

北

廃

括で

海 地外北

道 方棄 部海平

告物 自監道成

示の 治査総

第

理 施約部４

処 法契務年

及 行を総月

号

結課日

び 令締務９

道 公 報

北 ２３４

海 の

道 契平監契額監執

告 約成査約の査務

示 にで合に費 の

第

めす及

期年要定算要用

間４す

の月るるるび

号

用本用費

始１費基費実

期日

第

部１ 北

地監 海

査平契 道

契成約氏住

方
告

の

自
約 示治
を年相名所 第

締４手

法
昭結月方

し９の籏札 号

た日氏本幌

和

号

平
成
十
四
年
四

棄置
廃設

般設
一施

、理
設書

施請
理申

処可
物許

設
清

許下
置以

相え

に 和た備

掃 昭しに

関

のて

る 政方い

す 年手置
格覧

律 第資閲

法 令
すす

和 ）証供

昭 号をに

第
るる年

書。

当

額用支相

の費のに

法

並法る

算額方す

のの払
囲

契範

法にの

方び額

定
るけ

めお

定に

で内

約

男平

法及道豊

年。名市

所西

第住区

律び

９

第条

）１

号岡
丁
２ の

目 条

番

月
九告
日

火

曜

日

可

海

あ」北

が書
請請

申申
。事

。う知

たい道

っと

の律 面 条

の
容
内
の堀

）

第 は
、
の平
成北号

海。 第

事 の
４知下 項
年道以 ２
月

かと に
日堀」 定

９法 規

こ概

とる

５う り
らい よ

算に

りび

よ並

に払

ろ算

務に

執告

た報

し績

定実

の
項

号 １

３ 第

用づ

費基

事 り

知 よ

道 に

海 定

北 規
お

と
の

堀 次
、

示

条次１

、
は
等也

要
概達

棄１おと平申

廃第なの

の請

物項、お成請申

のの産り
４要月

処規業で年概年

、

に棄る月日

理定廃あ

日也 が第

９ 道）

月達。

包ま８
海
北

道 境所庁

告 この意及意地

示 の保見び見域

第

に設は策

一全書施書政

般上

び精

及く

廃のはの、部

２３

費払

実算

第縦縦平見

法アイ律意
和の

８覧北留覧成昭書

条の海辺の

提 第場道蘂期年

達 り

２所網町間４年出

外

也 括
包

般却

野一常一廃一一焼

廃廃廃灰

棄 村般呂般般

産棄留棄棄棄

物 興廃郡

の

株物辺物物物廃

者都

成請京

平申東

物。９

及 ３住央

年の中

施

掃、理

清り処日

びよ
棄置

す廃設

関業設

に産
理申

律処可

法物許

る
設
和設書

昭施請

号

意類海境

棄見、種北環
知活

処か見を道生

物地
施のを載事課

理ら書記

設意提の）

す、便平

の見出上郵に

置をる生番成

設書
に提者活号

関出の環年
５ しす氏境

走住月法

、る名の－月

日第

及び支民９律

項及
び時庁課

第間地か

策年） 項政同号 ３域ら
定 定環月規 規部５に に

活まる る生日す す境９

最処乾

処

日 請課で休 申

町理終理電

理 式処蘂処

社施字施処施池

及 会理

に廃 清 設富設分設、

び
種）お蛍 掃 代の士の場

類い光 に 表設見

関 取置

て灯

る 地 役場処） す 番 締の

る 律 １ 長す 法 の 社所理

、日

月所区
兼一 施

町
び留

及堀
称橋

日名本
番
氏１

の目
者丁

表２
代

３
名

律可
法許下

年置以
請請 第申申
が書

道 以
っと海 。

あ」北 号

。事

。う知 下
たい

内 と

の堀 」

） 法

利こ及保

日 害とび全

関が住上
並見走）

係で所の網木
北で

有るび地市ま

をき

到

る一ら７に

す。にか

す

は廃意西着

者般の条
よ

北物を丁る

、棄見３

を 書

道理述う

海処記目

前日く の午午曜除 等日

時土） 覧９９、。 縦前

所らら日

場かか曜

の時
５国

時後後び

、午午及

まの

及時時民

間５

び

棄
廃 令

丸般 行

期分で祝

の 和

敝物 昭

種

第
令

政
年類 又
所

住
の
者

請
申号

）
号

氏
は

五名

六

要 ）

概達 。

の う

容 い

）

は
等也 第

設る海出

知施す北提

、

設と網る

にのこ道す

事
環場支と

活置。走こ

生

法
る

す
関

でに

間ま日

。

号
２

第
条

５
第



平園

公公な支公

るり島

事す、地成事

園示お庁

平 業 業るこ域

成 の。の政年の

十 一公策４名

四 部園部月称

年 を事環９及

四 決業境日び

北 海

北

自 海
道然 境所庁

告公 の意及意地

示園 保見び見域

第

に設は策

法 全書施書政

上

昭 のはの、部

号

意類海境

和 見、種北環

地

道 公 報

３

縦縦平見こ

アイ律意
の産

覧北留覧成昭書の

和 の海辺の

提業 場道蘂期年
法棄

所網町間４年出廃

び支民９律物

及走住月

第

２
法

産常産廃管産燃第

棄 業呂業理業え
、第

物 廃郡廃型廃殻条

終物汚２

の 棄留棄最棄

蘂処処処泥項

処 物辺物

理町理分理、及

理 処

号

都興

成請京村

平申東野

者
区式

３住央株

年の中産

、日会

月所

月 定の生種

九 し位活類

日

で表備大

のをに

た置課

同し置園

、示え沼

火

第図て

法たい地

曜 面縦

条は覧

日

６北る

第、す

書記知活

年 か見を道生

の）

律 のを載事課

法 ら

第 意提
見出上郵に

書す、便平

）

をる生番成号

提者活号

出の環年第

５ す氏境

第

る名の－月条

こ及保

日４ とび全

理

時庁課日第処

間地か

施

策年の ） 政同設 号 域ら

に 定 環月置 規 部５設 に

活まし る 生日関 す 境９
を利 日 課で、 休

字施場施鉱び

及

除 日害

清 設富設）設さ第

び 施

お、項

掃 の士のにい３

類いばに

に 設見種
関 置

てい規
す 地る 場処じ定 番す の
１律す、る の法 所理ん

廃書

行産業請

施る産申

廃棄等

令業

表

及堀代

称橋

日名本社
丁役

表２締

代町取

び留
兼

名番
氏１長

の目社

者
３

環

の道

項海。

請
申号丸

道

基活海

に生北

定境

規
そ室

、境事

き環知

づ部

項
を境

要環

概然

の自堀

が住上
見走）規

で所の網木の

でに

るび地市ま定

き並

づ

産ら７に基

。にか北

、

廃意西着き

業の条到

沼

物を丁る大

棄見３す
提定

理述う国

処記目よ

曜関

設る海出公

施す北

、を 。 前前日係 く 午午
か曜す

時時土有 ） ９９

は

午午及者

らら日る

か
時民北

５５国、

後後び

まの海

時
でに事

ま日知

分で祝道

処覧

和物を縦

昭棄物の

の
る所 政類す場

年種分の
め時 第た、 令

に間

７

し期 第

理び ）

処及 号

又
所

住
の敝

者

も 条

た間

也

の及

次課達

）
名
氏
は

の

お渡

とび
北

北興 海

海行平

公位

道

道を成

園

告 事

青有 示 業

少害年 第

名年興４

の
に

のこ道す園
称保行月

す

置。走こ関

設と網る

野基川
。

場支と

北

づな支 北 海

海別きお庁平 道

道道、、地成 告

立立そこ域 示

自自のの政年 第

然然概公策４

す生

関に

公公要園部月

路
赤道路オ

２

法環

る活

岩ン
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９
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号
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帯理整
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ら業成

か農育
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層合暗成土
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ょ地改

整改整き草地
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備良備
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第
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号
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平除所安

成予林
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ら 法 り川か 同 お河日 る
共横平 第 公縦
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火

別防

郡の

曜

町
海備

日

の 施）月 項 実成３

国

が

海で に 了北ま 定 終日 規
、事 通 旨知 る た道 よ し

た
っ 法あ 量堀 が 測知

東築

を丘建

昭

北建３研

方条合

北１総
１総

道総目所

海築丁究
課

事研番務

知合
究

ににに

」」」

堀所号内

産設 契

め水建 び

、、改

正

部管 適

務所 の

林部 約
の 促

課） の

山） 化

治分

海を 関

別部 に

び一 進

及

林

め水有

役の る

町次 す

に

治図

部の

務次

林。

産

に

別分

び部

及す

課示

山

の
次

。
林

有

役る

町限

海

。 る
限
に
分
部
す
示
に
図

和達 達め

法
年也

３
市道

也幌海。

札北る

２

表

ん
ゅ氏住代位区

し埋

場よ 法

可又者 認立 功名

１

え７改

備に 第

にう 律

の 北

公埋

３

海

有立平し 道

水て成

作

告ゅ 業

面に 示ん 地

埋関年 第

立す４功 域

認

２

え
備
に）

場。

法る月

第１ 北

留 海

平作作 萌 道

開成業業 号 告

種期 ） 発 示

建年類間 第 第

４ 設条

２
）
。

部月

域

種期地

業業業

作作作

類間

地地

のののの

１２３４

点点点点

地地

域原秒

１２３ １度 点

の日ののの

地地地

点測点点点 分 冬、 地本
島

かかか ＝

け
受区 はの を

秒 港 と地

者称所名域置域

た
名氏

海似宇の

北札北様平次

海幌
道市道郡

１
地 １ 央事似の 番 中知様
及 区町

工９可 号 羽

月

町正の年

幌大事日の

し
第を平

律功
法ん

年ゅ日

認成

号可
。月

第た３

）し年

長９公平 に 号

い か日共成 お
ら測

準 、量年 て
次
す の１月 用
と級

ら 法 り準か 同 お水日 る
共）平 第 公点
成 条 測
量

市

共成幌

公平札

第

測
８江

量年、
市

管月別

内
断成

横平
縦ら
川か
河日

系ららら －
の に方方方 北方 緯 のよ向向向 向 地る角角角

度 点測
と量度度度

分 をの
結成の分分分

秒 ん果地 ＝

だを点秒秒秒 線使ののの に用方方方

東 よ）向向向

３冬か び 北堀字点
っ

ら 条島

西達１番

６也番２
の点

目、先地

丁１地の

、水を

５有で

番公ま

１
１に

番次

９面順

条
に海

定北

規
の
項
１

第日

と
の堀

次
、事

り知

よ道

の 施月 項 実２ ２ の年

が
し北で に 了ま 定 終日 規

知 、知 通 旨道 る た海 よ
っ 法堀 あ 量が 測事

図
）月
成３
作年

で
ま

日

六
四

経） て

か 囲

ら 度の ま
れのの 方
角点点 点 た地地 向 分地

区

、及

３線

番だ

９ん

、結

面
水也

有
公達

り
お

字び

た

達

和。 昭
律

法也

年



１ 提
出 な
、北成小都

す お）平苫

る

平 牧市 こ 関海

成 と 係道年圏計

十 が 市建４都画

四 で 町設月市の

年 き 村部９計種

四 の都日画類

北 海

規 北

都定

４５

海

に 道

よ
市 免公３

告

り

許計 面有項

示

、 年画 水の

第

埋町都 月

法 面市

昭 日立村市
計 号

第画

及和 法名

道 公 報 第

９

号

る ５６７８

月 。 住市臨

九

そ 民計港

日

提
び課区港 の 及画地臨

先
害す係区 出
利とに地

関るる

火

人項 、
係。事 は

曜

幌 、
は札

日

中 覧
市 縦

びの 年
の
律 積号第更

法 条変 番

案
第

平様を

成似次 号

町の ）

年と 第

１お
告 第

月り 条

日示 ２

地地

のののののののの

点点点点

地地地地地地

点点点点

地地

のののののののの

点点点点

地地地地地地

かかかかかか

点点点点

らららららららら

かか
方方方方方方方方

地地

のののののののの

点点点点

地地地地地地

点点点点

８９

地地

のののののののの

点点点点

地地地地地地

かかかかかか

点点点点

らららららららら

かか

のの
方方方方方方方方

点点点点

地地地地

のの
地地

のののの

４５６７

かかかか

点点点点

地地

央 期

方方方方

らららら

海 条 了北 ３ 満北 の
区 間

で事 丁 ま知 ６ 日道 西 の
、堀

に目

日 に
の 項

に番
事便
知郵

２ て

第ら い

防か お

砂

間 用

－週 準
法

令般 同

指一 る

号、 す
縦 第
の
覧

向向向向向向向向

に 条

角角角角角角角角

度度度度度度度度

分分分分分分分分
のの

秒秒秒秒秒秒秒秒

方方方方

のののののの

向向向向向向

方方方方

向向

角角

向向向向向向向向

角角角角角角
度 度 度度度度度 度

分 分 分分分分分 分

秒 秒

の ののの 秒秒秒秒秒 秒

方方方 方方方 のののの

向向向向向 向向向 方方

角角角角

向向向向
度度 度度
分分 分分
秒秒

方方方方 のののの 秒秒
向向向向

見
意達 号

書也

線

幹幹幹幹幹幹幹

を－

街街街街

線線線線線線

路路路路路路路

街街街

３

の。
る 項
す １
供 第

市線線

小都都種幹幹

苫

別路路

圏計計街街

牧市
市のを

都画画

地 地 ののののののの の

点点点 点 地地地地地地

点点点点

自専幹縦
所

道街覧場 動用線縦覧
供

車路路に

地地ののの ののの のの
点点 点点地地地 地地地

２
点点点 点

覧圏市市

縦幌都都種

札

苫

市画画別

小縦場都計計

市に計のを

牧覧所

点点 地地地地 のののの

点点
加小外

市追苫除

都
アイ

をる市る

画す牧す

計

早北と

号号号号号号号
１き 平来来進

北安早役

前前央号わ 栄駅駅場中
早早早

通通通通通通通

計種定

早早早早

名 画類め

道る

路土

通北 係路の

に道地号号
大 項苫 事域進 来 る区早

す

起早早

称牧通

小

る北課

都海
市道

部 札車札画設
計建 号号

動新更市 自変都 幌 幌の
と及

の課
案画 道道の計

供画種定

札の目札の目

路る

見す北道類め名 汐

道地

１都道に土

町る海

目計設る路の

丁市建係

元の都項域

、画部事区

町の画称 野更計

中変市

土晴土
丁の及起

１案課

区

るの町の

め地海地

定

払

の勇

地域字域

土区、

来来

各
の
町

砂
真

域、

区

町町町町町

来来来来来

町

栄字大大字字大

町町

早

平進進

町安町町北北

来来来来

早早早早早早

町町町町町町町

来来来

六 北字大大大字大五

来

平進

町安町町町北町

点平進

安北

字字

町町

来
市字

牧町

小来

終苫端早

沢幌沢おび

点ノ進

沼北

条）幌

市１市１り札

幌

丁企

区３区３市

西条西

米目札里目調
画

宮丁宮

２市３局 幌里幌塚整 札
２田６合 白条清条総 市

とび

対
通 区丁区丁交 石

丁）牧

４り小

、お苫

目
町調終 港画

、企

目市点

開点 の市

目都

丁部

１整

早早早早早

部
一

一発

各

町

来来来来来来来

早早

大大字大

町町町町町町

町安町町町北町

北字大

町町

な来来

主早早

平進

策

地浅進

遠北 過
字字 経

札米目 札
市東市２道

幌条幌里部

区丁石２計

東１白条路

な 都

部室主
北目区丁画 課地

画過

計経 市



幹幹幹幹

街街街街覧

線線線線縦
す
供

路路路路に
る

北 海

線線線線線

幹幹幹幹幹

路路路路路

街街街街街

道 公 報

５
市市線

縦幌都都種幹

美

画別路

場市計計街

覧都
道種定

画のを

所計画

名 北路類め

第

４
内都都種幹

岩
市計計街覧

都市市線縦

画のを供

計画画別路に
る

道種定す

び路類め名

号

幹縦

平線縦覧

成街覧場
十路に所
四供

年す

四る北

都
市

幸公学東画
計 号号号号

通通の

条更 園園変 ２

の

美３美美条と
の

案 通通

幌２幌丁幌幌北お

美町
町丁町目町町４り

平桜旭新美

号号号号号
南

通通通通通

大 和英 町
丁幌４

美３美美美３美

町町目町丁

幌丁幌幌幌

町目町

海にる
路の

建る道地号 道係土

市
都域禽

部項区美 設事

及起美北

課
画称通 計

橋

岩町丁

び幌３

都 早にる

市
画

町る道地計 号 来係土

車 市項区の 停 都事路の

課の 称通 設更 場 建域変
字り 町お 内と 起岩の

案

月都海

九市道

日

変都
の部 本画設

号計建
更市 町

火

案画 通の計

曜

早と、
の課

日

字字丁）

町り小

来お苫

美２

三新稲東目

字目字

幌幌北

美美美美条

橋町

字字丁

町町町町１

幌幌
町美２

稲元稲東目

字字

幌幌北

美美１美美条

美

大

字字字字字目
幌幌丁

美

里里町町通

鳥鳥元新

幌幌丁幌

美出美美美１

町丁町町町目町

幌２幌
美稲新稲

字目字字字字

美３美条

の富美町美

日

幌丁幌南

美１美１美南

大

内字目
幌丁幌丁幌１

道終美４ 水
設

建点通

町
都鳥 宅字 住町目 部幌丁

な幌丁

主美１

課
市点里

宮
字
町
内
終岩

点代
万）

企

町市

大）牧

主岩
点園

市 栄都 町部 来整 早調
画

町３

来市

早都
室
発
開 町

目

字字字字丁

町町目町

美町美２

稲仲稲東

収函使な

都種事事
アイ

用用 計及の館し

市類業
名行見 のの 画び施業市

目町目町丁町目町５
事

東目

字字字目字字丁

町

２

町町通町２

新仲大新

業収な使函

事事施

アイ

施業市者 用用 のし館

行

過
字 経町目

行青の のの

業１
地町
新

北

都を 海

認平 道

可成施都種

市
告

市類

計
し 示行 画
た年計及 第

。４画び 者 法

の

栄
過字
経町
な内

月事名

地

市市追名２覧

都都縦

ア
画す野覧所

計計加縦場

大画

町計
のをる崎に

画
６

及

町課
計

所市

場都

覧圏

縦館
函

地分町分

業称期晴 部部

館成

函平

内
地

の間

圏
公日

画９

計月

市４

都年

分町称

期柳名 部部

園か

市

成館

平函

内
地

間地分

昭

か
日

９
月
４

年

９業称 名 号

日称の

和

市圏

第館館

律函函

法
年

都
画 第

計 ）

市 号

公

園す北

種定部公供

園 条

土都道

るる海

類め分称

の磯計設

墓地位上市建
市

域上の都

区郡画部

園

案課

字の画

町更計

磯変

海園

北墓
画

置崎の及

野

都項

部事

設る

建係

道に

成

業平

事ら

及
課
画

計
市

５
・月

６３

・年

２

平
ら

園
公

晴
見で

ま

号日

成
月

３
年

５ の
項

業 １

事 第

で
ま
日

海１ よ

北・ に

４ 定

・ 規

館 の

事函 次

知 、

道号 り

磯
お上
とび

園 お

堀公 と

宅
住

市
都
部
設

建
）町
り

部
道

水
設

建
町

幌
美

び

課

六都

六

画
計

達 市
都

り

課
備

整
市

事

也



６
施都種事事

平 行 な市類業

成 者 し計及の

十

の画び施業

四 事名行

年 業称期 名

四 称の間地

北 海

５

収山使

施都種事事
アイ

用用 計及の越

行市類業

八 ののの 画び施業郡 者
業称期雲 名部部

事名行

称の間地分町分

道 公 報

業収恵使な

種事事
アイ

施業市
用用 及の庭し

類
期磯 部部

名行戸 のの び
間地分地分

称

第

４

収恵使な市

事施都

アイ

業市画 者 用用 庭し計
行

磯業 名 部部
戸事 の のの

地分地分称の

号

３

及の

行市類業

施都種事

名
事名行 の画び施 者計
称の間

業称期

月
九
日

標標成

中中平

津津
市４

町都年

火

画９

計月

曜

園か

公日

日

八八平町
初

住

業平

事ら

内

雲雲成地

町都
園日

公９

画月

計４

市年

成
園平

内

平

業ら

事か

千

内

平
ら

か
日

９
月

４
年

計
市

都
圏

庭
恵 市

歳 庭
恵

歳 庭成

恵千園平

園
公

画

恵 市
計日

市９

都月

圏４

庭年

成

園平

公ら

画か

６
・月

５３

・年

１
動
運
町
津
標
中で
ま

号日

３成

・
２月

・３

４年

号

成

園
公
初で

住ま
日

月
３

年

・
２

・
２

業
事

で
ま
日

事成

３
金

黄
号

業
・月

２３
年

２

ま

・日
で

第第

園
公

２
金

黄
号

４ ３ 間限

条 条 及地度一

び方額時
地 地 限債、借
方 方 度）起入

第
はの）千 自 自 額債金

２ 平１
第２

入入務
条 成歳条歳債

出入出担
地 年歳歳歳負

算為
自 北予歳予行

方 度

イ成あ平

平で
り

海算出

る成

使な年。

号

回月 の１４

用し第年

７

公
区

街

類業収函

施都種事事
ア

業市 者用 計及の館

行市

号

事名行湯 のの 画び施

し

収標使な

アイ
公

区
街

円 治 治 中 のの 郡
用用 津

定 第法と 法 法 、方

第、第
め ２利る

１の 債及 第。 条 表率 条

担還 の第 負償 項３ 務び
にの 為方 定項 行の 規２

予の）
治

には よ規

」法

の項

第 平一算款

法 道）

成般
会総の

度予は分の 年計額区条

海は歳び定 北算、及規

一次歳該よ

道、入当に

会定そ分債

般に出区り

海日

北９ 部

計めれご務

議
道

分

公

部

経
を

決
議

で
会

例
定
会

の間地分町

業称期川 名
館成地

函函平目
丁
１

称

内

館
市圏

緑日

画９

計月

市４

都年

字
町
分津分
標 部部

地か

起

よ、 り定

内
地

津
標
中

るに
一 表 こ

３る す

。第よ こ
き入 債 で借 方 が

時 地 と

金 」

六 の に る

七

のれ 。 債入 る 方借 よ 地

算とれの負

予るぞとを

金担 こ

額す ろ

はる に

、行 よ

為 北る

第を 海。

１す

と 事歳こ 円 知表る 千 道

た

出で め 堀歳が 定入と

成
平

年

表

ら

領
要

の
算

予
道

海
北
度

成

業平

事
湯月

３

号年

川

債最

起の

林で

松ま

黒日

き る

、、

的は

目額

の高

、

に項

達」事

算る 。予

と
の
次

、
は

。
る期

也よ

お
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地地地
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税
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費

特
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款
道

１

第

１
第

算
費予

育る
教係

に用表

に過
項に

各額
の

号

５用
第

出る
条 歳す

平地 予こ

成方 算と
十自 のが
四治 流で
年法 用き
四

１

金税金

算付

与 清 ）る

空

地地石航地

１１２３
燃

道ガ特 消機

方油方 方
費

７８９
動法

自鉱狩自軽入核旧

５６

税

者車に

動燃

油 猟

道事地不道ゴ

１２３４

足
計不

項産

フ

方た 動ル

料た歳

給じ
た生

しを
上

お歳

員に
職合入歳

、場

第

及同
等る出

当け
手

月場

九合 条 日

だ
と た
の 項次 ２、 第は

火

書
り し
お

曜

規
定 の

と

日

譲交

税料

路ス例

る 定
め

税金

算与 与与付

清譲 譲

金税税

る 取

車料

登取よ

区引猟

税税税税税税税税

録得 得 費こ
利

取

民業消ば場

金

税税税税税税
用

で
済内算

共款
び一予入

の
費

る経
係の
にら
金れ
賃こ

済の
共費

り
よ
。 に

を項位

費各単 費
経

の
項

各
の

算
予

出
歳

の

歳

道

入越収

繰繰諸

額
９

千

除の

支附

産

庫
国財寄

７８

）流）

。の円

く間 額
金

及及

金料

担用

分使

全 方安
通

地交

５６
流

を

３４５６１
債入

交策
対

託益

合

預貸受収雑道

２
延

１１２１１

金金入

付

収

、 金金 別

滞

寄特基繰 財

１２３１２

金入金

出

びび

庫庫産産

国国委財

２１２３

金料

担数

負手

安
通

交分負使手証

１１

方
地

１
税金

付
交 付別

特

収 収
利

業業

計 金
事事

金
算

加 会

子入入入入債

収 入び 入

及 繰

金

附計繰越 補託

運売

金金金金料
過

金入入
収収 担助

用払

負 策担担用数

対

紙 全

金金 金金料料入

付
交

別収

特

付
交

金 六税

八
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生
境

環
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企
合

総
３

第

務
総

２

号

祉

会
款

議
１

月
九
日 費

５６７８９

火 自文生青女交

曜

然化活性 少通

日

４５１２３４

費
活

年

安

棄 境

地経交環環環廃

３ ２

費
画

物

生

域済通境境

１ ７８９
事 幌合

会札選人監総政

３４５６

費

委

医企

計査

議総国徴学防領

１１２

対全

項

歳

費

復

務際事

土

策 境興興策
対

対

環振振

費費費費費費
策

策全

管

対

振企企活政保

費費費費費

理策 興画画

費費

員

大管

員

管科挙委画策

費費費費費費

学理 会 理
費

流務

対

会管交税宗災帰

費費費費費費費
策

理

金

出
位
単

政
農

７

済
経

６

千
円
）額

土農構

１２３４５６

費
政地業造

地業

農農農

６７８９
業鉱

雇労人観企石工労

２３４５

費

用政材炭働

１

業

易 源

保災経資産金貿

害済

５６７８９
齢害

地食薬地高介障児 保

１２３４
域品域護童

改

改改

域健

健民
保国地

整済善

指普

管調経良良
導及

理

六 費費費費費費

九

対福育光地対
試委

立業

進会 策祉成策調 推

員 験

エ

費費費費費費費費
査

交

ル

護救管振融済

ネ

経

費費費費

ー流

助理興 ギ

福保家

保保

者者

費費費

祉険庭 福福

健健

保衛務
費費費費費費

祉祉

健生

管保
祉康医予

福健

費費 費費費費

理険
療防
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建
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林
産

水
８

号

平
成
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四

４５６７８９
園
ち

空砂建住都公ま営

２３

費

く 下
づ 港防築市

１
路 産産

治水林道建道河

試試
有橋 業業設

４５６７８９
業林

栽漁漁資木森林森

２３

費
務

培港業源材林

１
画産

産

農酪農農水企水

林

産農業業

月
九
日

７８９

火

業
農農流

曜

村農通

日

推
水り

港海指宅環繕

村

費費費費
進
道 湾岸導境

費費費費

研研林ょ

験験

山管り川

費費費費費費

究究う
理

費

興備

振漁管管振計振整

費費費費

興村理理興画

費費費費

整営

管

園畜企試務調経

費費費費費

理

芸産画験

費費 費費
業

画事策
備

計整対

費

関

成行海に

事平担北償

為道
務

道共債

度災る

年火す

員協負

職済

第

備

歳 支
諸予表
２

復債

害
災公

育
教

合為

舎組行

宿同担

察
警

業

関事

に済

借共

賃の

の
務失

務債損

るの

債す

金費出

出

の
負そ項負補

費費

旧

合

繰諸予

１２１

農水土公

７８１２３１

会健施 開林
木 地産

社保 特学

３１２３４５６

費
育等殊校

通
交教小中高

平

担１

察察
警警

１２

費

行成成成成

）期平平平
ま

度度度度

為年年年年

備

限
間らでらで

かまか

施施設

発業

金費費
計 出

害
害 災災

教体設設災債
費

旧旧旧

復復 育育復 害

学教

安学学

費費費費費

務校校育

施校校

全総学 管活
費費費費費費費

設

理動

七費費

〇

位度 単
千
円
）額



成融

平に平通平融平の
通

成伴成に成通
に 伴 う
年利年う年伴年に

平 度子度道度う度伴

成 費土道土う 農補

十 業給世補地費地道

四 経に紀助改補改費

年 営関農に良助良補

四 負す業関負に負助

北 海

成給成道

平業平補平う
費

成に

に 関

度す度助

年す年関年補
業関

農債農る農に

度る
保負近務経す

地務業債
化担基債

有担代負営る

合行

道 公 報

係融

成にう為

平得行行
す

石海対

度北に

年る資
開務

新地債

湾土る

狩道
港

第

関

担成に

負平得

行

負
狩務

石債
度る

為年す
港行

新担
湾

号

貸

成う成備

平伴平設

保
北業

度料度事

年証年与

企給道対

小補海に

中の
総関小る

業に中す

月 担るフす担関担に

九 軽債ロる金す金関

日

還る

減務ン債償る償す

平務特債

支負テ務還債

ア担準負別務

援担ィ負

金為資行化担対負

資行

火

為資行

の金為資行策担

融の金

曜 通融の金為

日

盤務
平平平平平平平平

担

化金為強負

理為資行
通金為

進融資行

促の化

失う通

利損伴融

にの

事

平

給償子伴

補補利に

子

地発保

平平平平平平平

す

湾に関

港社に

域公証
関務

の機債

地融る

用金

為

平平
取が担

行等負

先

取
行

先
の

地
用

湾
港

域
地

振る業失

合す企損

平平

支に

資務合償

興債総補

資行セす

融担援関

金負
にー務

証タ債

保為ンる

成成成成成成

平平平平

成成

度度

年年年年年年年年

かまかま

度度度度度度

らでらでらで

かまかま

成成成成成成成成
らで

度度

年年年年年年年年

かまかま

度度度度度度

らでらでらで

かまかま

額
計
合
の

らで

成成

借つ

らで
かま

度度
年年

入い国よに年

の北行

合海う

資て庫る係複

理金債用る利 千 計道管
地費に務地限以 円 額土

成成

開に係負の度内 以

借つ

らで
かま

度度
年年

入い国よに年

北行
海う

資て庫る係複

土理金債用る利 千 道管

内 以 地費に務地限以 円

成成成成

開に係負の度

かま

度度度度

年年年年

らでらで

かま

行
成担
平負

用
共
公
度
年為

率額

発つる担先利の 内
て子為取の

公い利行行

に平が担

がにに得半

社
伴成伴成行行

う平に平

う為

利成

う う 子

費度資

補年利年道年融

外補水補北に

給度子度

道す

関国給産助海対

に

担先利の 内

す漁に加に

公い利行行率額

発つる
にに得半

社て子為取の

平策平伴平う平補平

が
成事成う成道成給成
に 費 道 業

度

年に年費年補年関年
る漁

度係度補度助度す
業債業

畜る大助養に漁
す近務経

産道家に豚関

環費畜関経

に

成係成助

平に平補

る
畜る

度費度す

年道年関

・に振務

料助産債

食補

る
す
関

に
得
取
行
先
の
地

債

る船関工関土る

務
債

営る開務

債被す経す地

負対債改債発保

務害る

負社に

担策務善務公証

別担進担に関

行特負促
為融る

資行資行金す

為

融関務

のの機債

金為金

営る代負営

通通等負

融

る改債化担維

境補経す
改債善務資行持

保助営
関善務支負金為安

全に

資

設す支負援担の定

施

為通金

整る援担資行融

金為のにの

備債資行金

う通

別負の融伴融

特務
急行通に利に

緊担融通

環関興負
対為に伴子伴

対為

基る合行

境す総担

担業

急負事

緊務策

盤債
道

策る

対為係

立行に

確

成成
平平

業費

事

らで
かま

度度
年年

七
一

得る年入

北行費取係借

海うに

、経６資 道用つ

管費％金

年合

取分借つの
土地い

複計

得に年入い国よに
利額

、係６資て庫る係

平平平

調る％金債用る

成成成成成成

平平平平

成

度度度

年年年年年年年

かまかまかま

度度度度

費い

でらでらでらで

ま

北行
海う及て

道用び

平平平平平平平

土地調

成成成成成成成成

平平
成

度

年年年年年年年年年
まか

度度度度度度度度
らでら

かまかまかまか

平平平平
らでらでらで

成成成成
かま

度度度度

年年年年

らでらで

かま

理に以に 地取て

及つ内係

円 発費びいのる 千 開得
補分子 以 公、処て額利

務地限以

が償にに 内 社

内係負の度内

査経以に

量にのる担先利の

測費

取の

及つ額利行行率額

処てにに得半

びい子為

地取査
、費円 発費量千 開得測

公以 社補に内 が償つ
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う
成行為

平が行

道う
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度資
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工別浦

庶平消平ル鷲竹

事海海

路成防成
車 ダ

負侵侵

ム年の年請岸岸

空入建に食食

管度購度

策策

設港に設関対対

理

す係る工工

備施関にす

事設るる債事事

工設

第

道負道負

道担道務道務
唄行

網為知担美担

道行
園臼

公公為浦為

走床行

ン線り

ト臼橋

線羅線

園
ネトょ

号

平
成
十
四
年
四

社関
公に

給償
供補

平平

関負
機務

融債
金る

にす

備債奥務にに

平平
等担

すす

関整務尻負関関

に

担港行るる

す備負空担

務

債業行タ為債債

る事

負係ミ負負

務に為ー務

行化ル行行

担るナ担担

平平平平平

為学ビ為為

ネ架

ルンう

平平平平平

関事事

に工工

事ル換

工

る

債すす

る関関

すにに

平平平平平

負債債

務る

平

月
九
日

火

曜

日

成成

い借

らで
かま

度度
年年

入

の北平れ

プ分合海成たて

資 資 ラの計道

金 イ１額住年金

に ム以宅度の

係

成成

レ内供以借

借つ

らで
かま

度度
年年

入い借年月指

北行て

海う

資て入度１定 道建

金の以日金 住設

に日降に融 宅事

係及はお機

成成成成成成成成
供業

成成
年年年年年年年年年年

度度度度度度度度度度

かまかまかまかまかま

らでらでらでらでらで

成成成成成成

度度度度

年年年年年年
らで

かまかまかま

度度

複計

に年合
の

らでらで

よ

つ

度内
限以
る利額

係
の
務地
債用

て庫る

い国
負

等円利

ーの給前換千る

の社借に以子

ト額公に

資
定

特事

２が入つ内に

るび毎け関 千

共
公業

金

公に利平年るの 円 給費

期 内 社つ子成度道短 以

４の がいに

整
内

債構 表

庁 ３
第起本

目事
備

の

に

債平に平担平負平負
関

務成関成行成に成
関 為 す 負

度る

担年る年年す年す

建債建債

行度債度度る

負職設務設務

為建務教

に担員に負に負

設

利の
率額
の
半

成

平関平担平負平負平

成す成行成担成担
行 行 為 る

度度

年債年年為年為年

建負都過警交

度務度度

計下職、

設担市疎察番

に得
為取
行行
担先

に行

資費
投

かに

券る庫れ

債よ国入

限
的費

業

の。

度 地

額
債務そ借事

起総省の知

係担係担

の 方省の入の

る為舎る行る行

係行宿

察購等殊

警の高為特為

校校

庁に校校

署入学学

工るのの

のす舎舎

舎関

請請

請務事事

事債工工

宿在

係為画水員駐

負負

の庁

公路代舎所

る街道

借の

住業事賃舎

営事行

関借

の関にに賃

宅に業

る関

事るすすに

工す関

務る

負務債債す

請債る

。

行のる

発らよ

に負務

に借

、還

だ上る据内均し償

お償必す

し償。置に等

必す間い還要る

、還期

る

財か又め 方
、他れ定

法務らは

利
償据内利定

率内
以
％ 債

方

還期お等る

置に均め

平平平平平平平

間い償

成成成成成成成成

平平
成

度

年年年年年年年年年
かま

度度度度度度度度
でらで

まかまかまかま

平平平平
でらでらでら

成成成成成

平平平平平

成成成成

度

年年年年年年年年年
まか

度度度度度度度度
らでら

かまかまかまか

らでらでらで

七
二

計

い年合

つの

て

額

よ応と

要るをてににこ

とめ年るじが

にこ含、

繰き

じが５賦。てで

応

以金だ上る

てで年元た

。

繰き

含、又に の 単をて還法

年知る 方
め半はよ

位
千
法以元のた

円年賦事。

）

額
の
内

以
％



道 轄村

工直土農農農農

改防 地等 土総 業地地 用

試地合平 改良災整 造整

成

良備 験成備

十

事事 事事 事事

四

業業 業業 場

年 業業

四 費費費費費費費

北 海

業術 べち

保すま工技整

り門 所のく基専 てづ 健
や進開 整学 に推地備 人

設費

し業施 発 備さ事院

費い費費

道 公 報

施貸

祉金

福資

会害

社災

費費

備業

整事

設付

第

狩費 幌

石対自野地消振

部活 林 環 西生 森区興

然

同 対園 広協 策境公整対
合費

養 水組 策
休備策 域

道費費園費

号

部

合東 総

狩 域
地事石対

貸水

金域 資

広 備業策 整
付費道費

月
九
日

火

曜

日

庫れ

総省の知債よ国入

の。かに

務そ借事券る

他れ定発らよ

省の入の

財か又め行のる

、

券る庫れ

の知債よ国入
らよ

入のの。かに

借事
又め行のる

れ定発

財か
、他

省の
務そ

総省

以以以

％％％％％％％

内内内内内内

以以以以

内 内内

以以以以

％％％％

内内

で

るじが

よ応と

ににこ

借。
だ上る

た繰き

。て

務らはるに

内
以

％

の 償据内利定だ上る

還置に均めし償。年定
る

す期お等る、還以め
に分

る間い償方必す内

こお割

こをて還法要る

るに借。

と含、又にに

３

は

内内

以以以以

％％％％

内内

等、

定だ上る据内均し

期お償必

めし償。置に

方必す間い還要

る、還

、よ応

法要るをてにに

務ら

ににこ含

内内

以以

％％
償

期お等

置に均

据内利

直河

含、又

をて還

間い

別別別轄 ど

特地特み特
道 道 対対の対河

川 り 域

川事事 路・ 策策策川改

す
、還
し償。

づ良

事事

土直道道積市臨

要る
必

寒村

現時 轄路路雪町 木

持設冷道 所道 業道維新

建
舎事管改対整路 庁路

の

がめ半はよ応とい払

年知るじがて で

法

き年賦事。てで、方

森

。
る以元のた繰き国

林 試 轄別 時産

直臨特水
施 山策整 場 山

治対験 治

年るじ

整備 設 事事設

施

じが７賦。て

よ応とめ

だ上

。てで年元た繰

る

整林林事治

た繰き以金

漁 港 轄道 備 時

直整漁臨

備 別 海港 特整 備特道山

特 岸 事岸対事業事 海 定
業事業業 港別 保保策

漁

年知

め半は

全

農特農水

以元の

年賦事
盤 場

道対験基
試 別産 業

業業 整 整

整事設整
施 策

費備費り費費費

く 業業

費費備

設業理良策備整

費費費費

の。

借事券る

の知債よ

備費費費
備 整 業業

入の

費

業 漁対 全

省の
務そ
総省

場費費設費費策費費

施

備費費費
備 業備

内内

以以以以

％％％％

内内

七
三

はるに

又め行

れ定発

以以以

％％％％％％％

内内内内内内

以以以以

内

財か
、他

す
還

償。
上る

務ら

内内

以以以以

％％％％

内内

置に均めし

据内利定だ

間い償方必

期お等る、

以以以以

％％％％％％

上る
内内内内内内

以以

必す
、還

し償。

だ

内内内

以以以

％％％

等る

置に均め

据内利定

が
と

こ
る

間い償方

期お

又にに

をて還法要
き

で

知るじ

め半はよ応

含、
年
以元のた繰

年賦事。て てで
じが

応と
にこ

要る

含、又に

をて還法
繰き

年知る

め半はよ

以元のた

年賦事。



等殊

都下警交高特情整

水施処 市安学学

察報 通

公設施施施備 理

全校校

整整整育 道整設設設教

費費備費

備備備設 備

園
費費費費

北 海

路時 金別 地
土資街臨特

路 整付事策 画街 貸対 区

備費

組業業 整
業 理事事

合費費

道 公 報

時

直海臨特北改公臨特
土 建 海 轄岸別営別 時 方

策 保地 築 海保岸対住対
事 合区 全 岸全策総築宅
設業 設研画 事事施事建
費費理費

整究整 業業業

費費備費所

第

時 湾

直空港直砂臨特災

砂対関 砂 港海

轄轄別害

港整保防防策連 防 岸 空

業

備事設 整事事事 全施

費費備費費

業整 備業業

費費費

号

河対
ム 時別

臨特ダ

平策建 成川 十
設
事

四業 整 年
四備費費

のる
らよ

かに
庫れ

国入

月
九
日

火

曜

日

以以以

％％％％％％％

内内内内内内

以以以以

借。

内 内内
以以

％％

均し償。

据内金だ上る

償必す

期お等、還

置に
ににこ

をて還要る

間い
含、

以以以以

％％％％％％

内内内内内内

以以 以以以

％％％％％％％

内内内内内内

以以以以

内
、還

めし償。

定だ上る

ににこ

法要る

方必す

る
均

据内利

内内

以以

％％

て還

間い償

期お等

置に

成
平

合

含、又

を

め半よ応と

平海
北
度
年

年賦。てで

８年るじが

対
政

財
時

臨
以元た繰き き

。てで

るじが

よ応と

税 山木民

治土借住

た繰
復補
税 害害換減

災災等

年知

め半は

て

復
道

耕漁林

以元の

年賦事
復復

害害害

災災災

地港

札
成道

復

計

度医
年幌
北科
海大
道学
札医
幌学

債
策

学病
大属

科附
医部

債
ん 旧旧

の。
券る

債よ

費費債

入の

務そ借事

総省の知

費費費

旧旧旧

省の

属計
附会
部別
学特

医院
算 は見）病予 て該後率

、 当し利特は 、直の院
別

後

る
算め
予定

計に
会次

利し借る金てのを

た率方り政に、見行に

だ見式入府つ利直っお

し直でれ資い率したい

に
行

発

、

金てのを後て該後率
の に、見行には見）％

利内

つ利直っお、直以

。
上る

い率したい当し

か又め

、他れ定

す
還

償

利し借る

務らはる

財

府

％％％％た率方り政
れ資

以以以以だ見式入

、

内内内内し直で

置に均めし

据内利定だ

間い償方必

期お等る、

内内内

以以以

％％％

七
四

と
こ

る

。
る

よ
に

ろ
こ

と

にに

をて還法要
き
で

が るじ

め半はよ応

含、又
年知

以元のた繰

年賦事。て



道
７

平
成
十 歳

四
年
四

北 海

収

産
財繰繰諸

３４５６

収

入越

道 公 報

支

及 款
料庫

用
使国

１２

び

第

１

第第第

３ ２限

表 条 条度一
額時
地 地、借

円 自 自債金千 方 方起入
法定 法 法方と 治 治の）

号

１
第２

歳歳債

入入方

歳条歳地

出算

予歳予

出入出）

歳
算款

）予の

算

月
九
日

２３４１
債入

火

合

預受雑道

曜

託

日

１１１１

入金金入

事
金 会、

金 産般

滞

財一繰延

１２１

料金

数

出 手

売加

、第め 第

項

庫

歳使手国

る 利。

項３ び １の 及 第条 率 条

項 の入 規２ 還 の第 償歳

定

は よ規

法歳 にの 方 定

に 起
、出 り

、及
は分

額区
総の

の項
そ分

出区
歳該

入当
歳び

収
利
業

計

れの
ぞと

れご

子入入債

入 収び
及 繰

払金

計越算

助

用数補 入

入金金料
過

金

料料金

単

算 こ
２る す

第予 よ こ

位

債 で借 方 が

時 地 と

一 表

借 よ 地の に る金 」 き入
最

起の

のれ 。 債入 る 方

金

債

額
は
、

め入
定歳
と表
円１
千第

算
予
。出
る歳

予款

出
歳
入
歳表
１

２第

算

平１

合第
入
成歳条

出

北予歳

度出入

年歳歳

海算

千
円
）額

医属 表

幌 ２
第起札附借

目医院
学

の大病換

科
債

２３

、、

的は

目額

の高

。
る
よ
に
」

債

歳 支

公諸

分
区
の
項
款
の

院
款

病
１

分歳

区
該入歳

当
び歳

及
総

債の

計公算

道）予
ご

平管
理額 成特は

別、 年会歳 度
北計入

はそ 道 債よ算出 海予歳

債

学

債 の。、れ 公 券る

限
的部費

度

地額
債務そ借事

起総省の知

費金出

出

の 方省の入の 院

合

病病公繰

１２１１

金予入項 の
と出

歳

費
院

、
は算

額
１
第

七 表

五

れ 管 発次ぞ
出
歳金

入
歳

理 行に

に定 特め 別る 会と 計こ 予

円 に 算千 ろ

め 償。。定 上るると よ

又め 方

、他れ定

する 還

債

法務らはる

財か

利
率内内

以以

％％
に均めし

償据内利定だ

償方必

還期お等る、

置

金

理業

計 管事債出

間い

金

出項

費費費

額

よ円

に千

」
算位

予単

き
で
が

と
こ

る。
。
る）

又にに の 単をて還法要
じ 方

め半はよ応

位含、
年知る 千

元のた繰

円年賦事。て

）法以

単
位
千
円
）額



及 款
料

用
使繰繰

１２３

び

入越

北 海

１

第第

２

表 条 一
時

）と 自 金円 方 入千 地 借

め 法
定 治

道 公 報

平１
第２

入入

成歳条歳
歳予

度出入出

年歳歳歳
予の 平海算出算

歳北予
小算款 成道）

第

債

歳款
公

１

号

財繰

１２

平
成産 十
四入
年

収 四

繰

１２１１

料金金

数
手

。
第る

項

会
般

使手一

の
項入歳 ２

第歳

３
の

条
に

出 定
規

歳

児の項

北 出合額区 度総総の 年

歳び 道健、及 海保は分

タ歳該 児ン入当 小 １セ
事そ分 合 合ー出区 総 公

の セ特ぞと 健業れご 保

一基歳

１２
入費

ン別れ 項

会
金

般

合

月
九
日

１
入金

火財

曜

産

日

料金金

入
繰

用数計越

運

借
時

一算

る

予入 よ

金

料

れ
入

借
の

金
入

金

位 最

単 の

会

額 債タ 計計

は ー予

、 事算 業は
会と 次１ 別円 、第 特千

入 予め 定歳 計定 費に表

こ予

と出 。 る歳 算る め
ろ算

金

金金
入

入
繰

計 計繰出
単
位

入
収

用

額

１
第１

表繰

は円
千 額

高

入 と款 円
千

３ ２ １限

第２第第

、）

額時
条 条 歳条歳地度一

地 歳歳歳債、借

入入方

金
方 方 出入出）起入

地

出算の）
自 自 予歳予債

算

に」

よに

るよ

。る

公諸成
平

２３

。

債海

歳北 支度
年

千
円
）額

タ

歳款
ン

セ
１

歳
歳

金

。
る
め
定 収

諸
４

法 法 ）予の方治 治

歳
入

の項、第 第 算款法

総の利

の は分及 第条 額区率 条

第 歳び償 項３ 、及び １

項 歳該の 規２ 入当還 の

規

そ分法 にの 出区方 定

母 出成道 平

れごは よ

子
海福 北 費金出婦 度寡 年

繰貸 子金 母 １１資 道祉

ー

祉業 福事 婦 合付 寡 公

ンン

合

歳セセ
１２

入費

算
予入項

出

預雑
１２

入

れのに 起

ぞと、 り定

金

金第よ こ

額２る す

は表 こ一

、地 と時

方 が借
金 １」 き 円入 第債 で 千

借 歳よ 地 定の 表に る と
。歳。 債入 る入る 方 め

出貸会 金別 資特

出のれ

特は 業算 事予 付 計計 債

予定 計 費金に 会次 別、

ーー 出項

タタ

と
る 算め

利
金

金

費費
理業

管事

計

七子入

六

位
単

千
円
）額

額

」の高

算債最

予起の こ

。
る、、

よ的は

に目

ろ
に
よ
る
。

位
単

千
円
）額



入
条歳表

１１

第２第

平 歳歳

成 入出

十 歳予

四 出算

年 予の

四 算款

北 海

子平

起母事

入

債寡成歳

婦

北予

祉度出 の業 福年歳
苫

貸平道）

金海算 目
資

的付費成

道 公 報

婦
寡

子費
母業表

２

１第

金
資

祉
款福歳

第

歳

道
４

号

越収

繰諸

２３

月 の項

九 総の

日

当
歳び歳

、及
は分

額区
入

火

出区
歳該入歳

曜

れご
そ分歳

日

小

れの
ぞと出

北部
度東 限年牧
海地 度

道域 地

苫開 額

れ東資

起国入牧出
小発

地別 の 方かに部特

債庫

出

付
貸

のる域会 方
らよ

項祉
福

婦
寡

子合
母

１

事

貸雑道歳

１２３１
債入

一繰

１１
金入

金
付

合

預

金予入

会
般

額
は算

、 千
入 る歳 め表 定１ と第 円

法借。開計

算
予
出
歳 。

特、
資は 利 債出算

発予
会に 率別次

め算る

償母定予め
計定

びとこ

還及ると

子

資

位婦ろに の 単寡ころ

金

費
業

事
付

貸
金計

入入債

収
利

計 金出
位
単

よ
に
」

金金

入
繰

計越

子

よ

入
款

表繰

１
第１

。
る

法る。

千祉よる 方
福に

２第第

）法の。

円

３ ２限

条 条 歳地度一

入方額時

）起入千 地 地 歳債、借

と 自 自 予債金円 方 方 出
算の）

千
円
）額

平１

１第
入

公成歳条

歳北予歳

度出入

年歳歳

債平海算出 収

歳款

諸
２

入歳一

歳１
金

款産
財

１

め 法 法 の方定 治 治

般 歳

項、第る 第 款法

。 の利
び １の 分及 第条 区率 条

２ 当還 の第 び償 項３ 及

法 にの 区方 定項 該の 規

算

成道）予
ごは よ規

分

中

出北業額

度企総

年小の

中化歳

道代、

海近は

費

貸出

公企金歳

小資入

１

入入

代事れ

近付そ

合業

入
収

産般
合

財一歳

２１

算

計 予入項

会 出

産
財

１

入
繰

七 金

七

のに 起

と、 り定

金

表 こ

額２る す

金第よ こ

借 方 が

時 、地 と

一 は

に る金 １」 き入 第債 で

入 入る 方借 歳よ 地の 表
れ

化業ぞ
出のれ 歳。 債

資特
金別 債計貸会
付計
事予

次と 別、円 特は千 業算
める 予定め 計に定 費会

払

計 計出項 売

会

る。 算

収
用

項運

金

入金
入 収

借

金

入

位
単

千
円
）額

額

」の高

算債最

予起の と

。
る、、

よ的は

に目

ろ
こ

に
よ
る
。

位
単

千
円
）額

位
単

千
円
）額



平
入

成歳
道）

海算
北予

度出
年歳

農 平

北 海

債企付 表

小 ２
第起中貸

資
目化業

歳代
の近事

業
的金費

道 公 報

費
小業

中事公諸

１２３

資出 化
代債

款近支 業
企

第

歳

道
４

号

繰諸

２３

平
成
十
四越収
年
四

業 成
改

付 道貸 海金 北資 度良 年
別 良 入特 改 借業 業事 農

出限

貸 よ計 金 に会 資 れ

度

１地額
企団

債小業

合起中事

繰
金

貸
金

総ら 方
業か の 方

近
業

企
小

中公

１１

付費

道歳

１２３１
債入

項代 金
付

合

預貸雑

月
九
日

１
金入

火繰

曜

日

特、 業は 事 。算 付 る予

るる 予め 計定 会に 別次
こ

均し償。と 算 金だ上
要るに

償必すろ

等、還

計 出法合の
ににこよ

還

利内 債

お
置に

償据内

金

率以
％

間い

還期

資債 化

位含、 の 単をて

金

費費

業
事
付

貸
金

入入債

収
利

計 金出
位
単

じが。

よ応とる

金
越

子

就

１２

た繰き

。てで

る

款資資

良援

改支

業農

農
金金

め半
年 方 千
円年賦

）法以元

収

歳

諸道

４５

千
円
）額

入越

款
庫

国繰繰

１２３

支

１

第第第

３ ２限

表 条 条度一
額時

円 方 方起入千 地 地、借
の）と 自 自債金

１
第２

出）

歳歳債
入方

条歳地

事

付付

貸貸

出算
歳予
入

歳農就

１１

費費

業業

事

２３１

入債入

改支

業農

出

付

合

繰預貸雑道

１１

庫

般

歳国一

１１

金金金

る 第法め 法 法方定 治 治
、第
。 利

項３ び １の 及 第条 率 条

項 の入 規２ 還 の第 償歳

の

は よ規

法歳 にの 方 定

分
額区

総の
の項
算款
予

区
歳該
入当

歳び
、及
は

項資資

良援

れご
そ分
出

業

事事

付付

貸貸

金金 出

収
利

計 越金
金

金

費費

業

補計 入項

会

金子入入債

、出 り定

金

金金
入

助

繰

に 起
表算 こ

２る す
第予 よ こ

入 債 で借 方 が

時 地 と

一

方借 よ 地の に る金 」 き

れの
ぞと

のれ 。 債入 る

金
額
は
、

と１ 円第 千

七定表

八

出 。歳 る入 め歳

位
単

千
円
）額

位
単

千
円
）額

的は

目額

の高

債最

起の

。
る
よ

に
」

算
予

、、



表
１

第

平
成
十 款

四
年
四

北 海

平１

合第２

入入

成歳条歳
歳予

度出入出

年歳歳歳

）予の 平海算出算

北予

計沿算款 成道

道 公 報

費
貸

金
資業

援
支

農
就事

付

第

良
改 債 表

業 ２
第起農事

的付費
貸
目金 歳

資 の業

号

出

債

支

公諸

３４

月
九
日

歳

火 入歳

曜 歳

日

項

出

岸の項

業額区 度漁総の 年
北改は分 海善、及 道資歳び 沿金入当 岸

そ分 業付出区 漁貸歳該

資特ぞと 善業れご 改事
金別れの のる

らよ
かに

庫れ
国入

出限
度

地額 １１

費金

方
の 方

債

合起

金

算
予入

公繰

金

位
単

会

額 貸計

は 付予

、 事
は 業千 算

会定 次１ 別と 、第 特円

予る こに定歳 計め に表

にしる歳 算。 ろ対め入

ろ算

り還こ予

よ償と出

借。

毎す

者改る回据内者の金特

か良と国置にか就の別

ら資こに期おら農貸措

の金ろ対間いの促付置

償助にしをて償進け法

還成よ償含、還の等の

率
利 債

計

法
間い

還期お
置に

償据内

金

債出

位含、 の 単をて

繰諸

１２３
）額
円
千

費

に

年るに」

入越収

款
繰

。

国。る

回るよ

２。よ

１１

第２第

出

歳歳歳

入入

歳条歳表

に定
算出算

予歳予

出入

関め

金法り還め貸金た

付をめ をの毎す

農定年る年対青のする

業め２。以象年資ると

沿業成
平

１
岸費

善海

款改歳北

業度

漁年

め貸
付 方 千
円年対

）法以象

収

歳

諸
３

１

金金入

入越

繰繰

１２

款

）予の

般
一繰預

１１

及
は分

額区
総の
の項
算

歳該入歳

入当
歳び歳

、

平 資道

れご
そ分歳

出区

貸業 成 金林
改

海金 北資 度 事出善 年 付

合業 業 沿事 林付 道 １貸

入入

資 業別 善 漁特 改 岸

金

付

合

預貸雑歳

１２３

越

項

会金

般
一繰

１１

金

入
繰利

計

七 金金子

九

金予入

れの
ぞと出

金

額
は算

、 千
入 る歳 め表 定１ と第 円

項貸 善計 金 改会

出
歳 。

業 貸は 事 金計算 付 資予
定 会 業に 別 事次 特 付、

ろ

金こ
と 算る 予め 計 費

会

子入入
収

利

計 金出

金

金金

入
繰

計越

額 ）

よ円

に千

」
算位

予単

る
よ

に

。
る

。

額
位

単
千
円
）



担用

分使国繰

１２３４

びび

支入

及及 款
金料庫

北 海

１

第第

３

表 条 一
時

）と 自 金円 方 入千 地 借

め 法
定 治

道 公 報

２ 平１限

第２第

入方額
条 成歳条歳地度

入

出）起
地 年歳歳歳債、

自 北予歳予債
方 度出入

）予の方
治 海算出算の

公算款法
法 道

第

貸
金

款資歳

善
改

業
林

１
付

号

平
成
十歳
四
年
四

１

金料金金

担数

出 負手

。
第る

項

庫

負使国

１１

の
項入歳 ２

第歳

３
の

条

共の項、
第

に

出 定
規

歳

平
成下総の利

水額区率 条

、及び １ 年道は分及 第
還 の

北業歳び償 項 度事
道別歳該の 規

海特入当
そ分法 に

公会出区方 定
、 り

下予れごは よ

共計
道はれの起

水算ぞと

改
業合

歳林
１

費出

業
事

項資
善

月
九
日

２３
入

火

合

貸雑

曜

付

日

入 よ

金

金料金
助

担用補

借
の

金
入

借
時

一算

る

予

れ
入

金第 こ

位 最

単 の

事、

額２ す 業次

は表 こ 特に

、地 と 別定

方 が 会め

１」 き 円 計る第債 で 千

地 定 算こ表に る と 予と

債 る に入る 方 め ろ歳よ

。予起

る出の 。 よ歳。

費
業

事
付

貸
計 金 出

算債

金

入入
収

計 金

位
単

額
目水

下 の共
公 債

定
起特

２

３第

、）

は円
千 額

高

よ的

に目

」の

歳 支
諸表

款
下

共
公公

１２

。
る、

債

水

千
円
）額

収

歳

諸道

６７

度
限

的費
道

越
繰

５

額

事券る

起総省の知債よ

省の入のの。

債務そ借

合

繰諸
１２地

金出

出

の

公公

１１

費費

業
事

道

方

１２３４１

入債入

共

歳

、
金般

滞合

延預一雑道

他れ定発

般
一繰

１１
金

はるに

財か又め行 方
、
法務ら

利

内利定だ上る

率内
以
％

還

置に均めし償。

償据

償方必す

還期お等る、

水 項

下

金費

債

計 出

間い

金会

金

費費

業
事

道

債 出

入 び
及利借

金計 計 算
加

繰
計越

会

料子金入債

過

入

八金金

〇

ににこ のをて還法要る

方
め半はよ応と

含、又
年知るじが

のた繰き

年賦事。てで

法以元

位
単

千
円
）

位
単

千
円
）額



諸道

５６

平
成
十 歳

四 収

年
四

北 海

庫

担
分国繰繰

１２３４

び

支入越

及
金

道 公 報

１

第第

４

表 条
地

定 法
と 治

円 自款 千 方

第

２３ 間限

２第第
額時

条条 歳債及地度一

歳負限債、借

入務び方

方方 出担度）起入

地地

はの）

自自 予行額債金

法法 の）、方

治治 算為
款法

号

平１
第

入
成歳条

出

北予歳

度出入

年歳歳

流算

道）予

海算

月
九
日

１２１

入債入

火

合

預雑道

曜

日

１１

金金金金

担

出 負

金

め

会

庫

般

負国一繰

１１

る
第
。

の
項入歳 ２

第歳

３
の

条

第第

項

に

出 定
規

歳

項第、

の２利

分債及 の第 区表率 条条

び負償 定項 及務び 規１

該行の よ規

当担還 にの

分」法 債に

区為方 り定

とよ、 をり

ごには 務よ

のる 負起

水額

成下総

平域の
入

北業歳

度事、

年道は

計そ

流会出

道別歳

海特
道はれ

水算ぞ

下予れ

域

繰

担補計越

子入債

利

計 る

予入 よ

金金金金

入

助

金 入
借

の
金

入
借

時
一算

れ

す

金。第 担こ

位 最

単 の

地 行と

は表 るこ

額３ す

方 為が

、

るる

１」 すき

第債 をで

入る と方

歳よ こ地

表に

予き起

出での

歳。 が債

算る債

事、
業次
特に
別定

こと 予と円 計る千 会め
。
る。 よる にめ ろ定 算

平１
第２

入入

成歳条歳
歳予

度出入出

年歳歳歳

海算出算

北予

額
高

目
水
の
下

債域
起流 事平行第

、）額

は円
千

表

２成為３

第
表

項目

」事の

下
域
流
度
年

２３

。
る期、

よ的 、

に

款
下

域
流

１

債

歳 支

公諸

の項

地算款

道）予の

水

分 成馬額区 平競総の

方
特は

別、及
該 北計入当 度会歳び 年

はそ分 道算出区 海予歳

限
的費

道

方、れご 地

度

地額

事券る

起総省の知債よ

省の入のの。

債務そ借

る
す

関
に
業
事
道
水

の 方

出

出

負項担
負

務務
債

債

流公繰諸

１１１２

費金

次ぞと

歳

費
業

事
道

域

合

金 馬にれの 競
定

額 特め

は 別る

、 会と 計こ
に円１ 算ろ千第 予

八 よと表

一

。出
る歳

。め入

る定歳

か又め行 方
、他れ定発

債

法務らはるに

財
利

内利定だ上る

率内
以
％

還

置に均めし償。

償据

償方必す

還期お等る、

行成成

期平平

担

間い

間らで
かま

度度

為年年

費

業
事

道計 債出

水
下

限

に
」
算

予

金

出項

費費金

。
る

よ

にこ の 単をて還法要る

半はよ応と

位含、又に

年知るじが 方
め

千

た繰き

円年賦事。てで

）法以元の

位度 単
千
円
）額

位
単

千
円
）額



出

馬備

支

競諸予

１２３

北 海

歳款

道 公 報

収

産
財寄繰諸

２３４５

収

附越

第

び
及 款

料
用

表使

１
第１

号

第
２
条 一
時

平地 借
成千 方 入
十円 自 金

四と 治 ）

年定 法 四

納予

１２１２１

費金費

歳

２３４
入

馬馬
競競繰

入

項 事
会

益般

合

収一雑 寄繰預

１１１１

入金金

手

歳１
料

数
手

運

金

産
財

第め

項

出
歳

入歳

月る 九。 日

２
第

３
の

条

火

の
項

曜

定
規

日

金費

務催
総開出付備

に

費費金 入金入
入 収

借
業

計 計出

金
位
単

入金金子

収

利

用

附越

金

料

算

数 予入

の
金

入
借

時
一

る
よ

位
単

最
の

れ
入

借

４第

第

款１２

第第資条１第第

資

項項的資項項

２３本
及収

医特入的企長

収本

千
円
）額

款１

１第第第１第

第第

病病

項項項項

款１２３

医医特医

３
第

収益 要的収

一主益
収条

及収

な入的

日 外入外病

千
円
）額

第第

１２
の業
務病病年

総条業条
定の

）成予務入 間

則平

本

歳
、
は

額
高

年量予取

的 出び 別支及 業期 び入

収 の 損出

外）支収業借

用失額入債金

定
予 費入

別業

業

院院

の
次

、
は入

利費

業業 収外支

事事 業
益益益益用用

収費 収
収

建支及
び入 建 平院

入出

出 患設 改）支
出び 均設

業業額
定 事予 者事

の 良

）定

の
次
、

は

来数院来

、延 海は院床 北量扱 度

お

者 事と

院の

患 病次

道

す

計と

会り数数数院

業

成
平 出

算。

予る

の

と 病
道
海 合北

度
年

お
り
と
定
る円円円

千千め千千千

。
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り
海

般
月
九道

日

山
檜

火

曜

日

同

同同同

林ー林ー林ー

用一同

林ー林ー 名

同同 寸方同

用 途書
文

般

メ

メ
リ
ミ

メ方

ルル

トリト

ーミー

平

メ方

ル
リトリ

ミーミ
平 平

理海理

北管北管北管

方

ン

道セ道セ道セ

海理海

タ見タ見タ

浦ン岩ン岩

北管北管北管

ル 法ト
ー

道セ

海 理理海理海理

管

ン倶ン苫ン

道 セセ道セ

タタ知タ小タ

松 ン

成

函
道

海

同同同北

成 成

沢ー沢ー 河

同同同同同

有長 有
署道署道署 道

ー

管

林印林印林印

長有長

セ 海海海理

北管北管北

セタ 岩岩
ン 道道道 理理

沢 ンン滝 河

見見ー

浦セ

ーー安ー牧ー 前

道川

沢

有長 有

署署道署道署 道
林印林印林印

長長有長
海海

管北管北管北管

印

倶苫

道道道 理理理理 海

ンン 前

知小

松 セセセセ

北
林

有
道

館

道

安牧 ンン

海海海海

北管北管北管

セセセ

道道道道

理理理

ンン 見幌岸館

北浦厚函

管北管北管

道道道道

ン

理理理 海海海海

北管北

興 セセセセ

道道道道

理

ンンン 萌川深部

留旭美

道理
海

北管

道道道道

ン

タタ林 道道

沢ン
見

セ 岩

林ー林ー林署
務 有有 有 タタ 道道

同同同

同同同

ー林ー林ー

有有 有 タタ タタ

同同同

同同同

ー林 林ー林ー林

有有有有 タ
同同同方

同同同同

林ー ー

有有有有 タタタタ

ミ

同同同

林ー林ー林ー林 林ー
有
タ 道

同同同同

同 同

八
八

ル
ト
ー

メ
リ
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と成務業事

の平業

次

平 概業 務 お

成 り年要内

十 プ４名容

四 ロ月

年 ポ９

四 ー日北態

北 海

セ道査

海理海

北管北検

ー食 岸
タ別所

厚ン江

道
署肉長 道

道 公 報

理理

北管北管北管北管

セセセセ

海海海海 理理

浦浦 ンンンン

道道道道

部見幌幌

タタタタ

興北

署署 道道道道

ーーーー

署署

第

理理理

管北管北管北管

道道 セセセセ

海海海 理

タタ

美美興 ンンンン

道

道

ーーーー 深深部

タタ

署署署署 道道

号

ン
道道 セ

海海 理
北管北

署 道道

ー 萌川

タ
留旭

月 ザ海文計

九 ル道書測

日

料び

提歴資及

のの館、

要資理料

を的整資

出史

火

す群業帳

請料作台

曜

。整程記

るの行に

日

長衛 有

事うさ

理の載

公

海海

北管北検

林印生印

ン 岸

別査

厚セ江

道道 理

有有有有

衛 有タ

肉 道

食

林印林印林印

長長長長

北管北管北管北管

林印
セ理理セ 海海海海 理理

タセセタ

ンン 道道道道

部見幌幌

ーー

興北浦浦

道道道道 武田

雄ンン池

務務 有有有有 林タタ林

印林印

長長長長 有有有

北管北管北管

印林印林

道

理理セ理 海海海 理

管

美美興 セセタセ

ン 道道

道 寄

ンン名ン 深深部

ー
務 有有有 タタ林タ

道道

海

北管北

林印林

長 有有

ン 萌川

留旭 セ
道道

理 海

、て

業ちれ

有有 タ
道道

海清ー

北のデ
料る

資い
理

事資整

知、と

道掃タ
、該
修の
補料

堀の資
料

同同

林ー生所

告

林署林ー林ー林署

同同

林ー

同同同同

同同同同

同同

同同同

ー林ー林署

用
書
文

般
一同

林ー林

同 方同

の目
料項

達資当

メ
リ
ミ

形の

也

加成

説平前交直参平

午

明成９付接

時場交表 書

す書４

の年か所付明年

３

交４らは

話ァ

続担郵北電フ

ウ手

番道番ク

業業等当便海

処処局号立号シ

務務部

文ミ も 理理

業実新新

働行プ

エアイ

こポ務施規規

者新うロ

に雇とーの体雇雇

数規

イウ
占用。ザ実制用用

原結力事

法的す締実

ア

にた則しが業

民人確る

企シ遂めと、あ費

間、

ト
ー

業ル行、し確りに

２

ル
期格ポ

行資ロ

履加プ
参

午、るの月

びザ

限及ー

付月
期９後３。提

間日５の出日

郵期 、時

は並）

場火まに送限月

か）じしび午

所）で同
い提５

びら。なに後

及
方

場必

法日）出時

）及

月所着

んリ 書 じ の方連

ょ館－ か 考針絡－
ん資 え及・

－ 料－ 方び照

等資会課
公 こ－ 料先札
う文 ぶ の）幌
ん書 し 処市内 ょ係 か線 理中

り
か 件央

数区
北－

冊３

体考業

め者ル施等のの
内

新募特制え務

るのの

、

雇に基容

規集定等方
数

失て用

のい雇

用つ準

則た

数原新

者、、

業は

す新て実、占
おとな

が

特ーるた、にかめ

、バ

、人

定人にに過履つる

２し確件

非材足設去行

るさ年た実費

営セり置

活タ能れ間実に割

利ン

行が

動ー力るに績履合

い有でお

促、をもおを

すをてすきお

進そ有の

他る含国るるむ

法の

特ル
平の者む又こ見ね

準出

合成基提

照平定の

確

求

び月要

並３に

認年者

に

格

認資

確る

合れ

照日さ

法

で方

まび

後

日
び

及
日
曜
土

八 曜

九

く
除

は
日

ん
れ

赤
目
丁

６

等西

）条

の

むて業

おし就

舎
庁
が

ワ性

分ー能

４ロ可

ねハ
で対
上に

以ク
３ー等

の

込８
と人
こ求

るる
あす

地。み割

成法で。はと

人、）

あ上

年又道を方たの以

共しるで

法は内有公だ

本る団、者あ

律法にす

７以社者体実もる

第人

めと

号外又でと績含こ

一なる及

）のはあ同が

業こ又くもび

に団事る

づで所とはての事

基体
くあ。類もと業

ー
デ
の

特っ受似業すに

。

。
る

す
託

委
を

力
入

タ

に
み
込

。申

は
間
時

付
交 事

定て託の務る従

り
よ

業業実す

非委事事を。
す全

利事をを施る

営託
動を施約る労

活業実契



規 北

地定

２

海

に平 道

よ成

方 所

教自
り 育治
、年 在委

一４

法
員

般月

施
会

競９

行 地

教

争日

令
育

北 海

い用平受

地あ使
れる１

者

自公料成託

方
治園の

施オ収４名

法の徴年の

日

令ト事９

行ーの月称

キ務

道 公 報

の日細

契要関３そ後詳

他、は

約連の
同ロプ

作報にプ、

書情
手ーポ

の入じポロ

成を

要

第

４

プ書提平提持の

請法そ

場す

ロを出成出参他

ポ送業
と５はこ

ー付者年所る
３。

ル、し月、と

ザし
提非て２

号

提持プ

平出参ロ

成場、ポ
十所郵ー
四は送ザ
年、ル
四３書提

入 長

札
昭 札

告 幌道

に
和
示 市教参 第年 南

育加 ９

す
政 区

号令 真委第 駒る

員 内者
号 公に 会

。 園必

委

下 番な
以 １要

員 １資

ン次団

昭ャを財

道

プの法

和

稚

政のに北

年場者人

内

令平委海

土

し体

第成託道

木

４。文

号年た育

現

第月化

）

業１北協

日海会 所

たにル

るルザ

否すザー
に

照る書

のす明

め関説
と

ンこ
リる

先アよ

会ヒ

出選選日の

行
を。

グ

業定定

と業れ）同

者のさ木に

てに業後。

し者た午じ

ら必

定、か時

選は者５

ロ

た理プ

れのの着

さそ
者をポ

業由
月の留出

九郵要

日

送

じ限の

同に書

に便請
）付

。る

火

は
又

曜

ァ
フ

日

シ
ク

長

を
政 号格

告

」定
令

示

第
）
。
う。 いた

とめ

ら稚 第
か道 条

５
の

条

告

平内 １

示

木 の
成土 項

よ
月所 に
３業 定
年現 規

長

の田 海
で 北
ま鷲 、
日 り

はしザ

に付ー

。
う

期 道

出

定知提

選通の

、てル

び並

及。限

知る期

通す
ザ場

ー出

ポ提

ロに

プび

の
項

１
第

。
る

よ
に

リ
ミ

３
資ら
い格

道非格申資な申資

査審。審 請請

立営審格

の のの 校団の査査

学利

谷
に 宗
間宏 立

を体申の

ふけ
お一

道道平平ぼ検道

ほ生
床所

税が成成同臨査内

じ を行

登幌

滞う年年く検の札

納指３３す査

者

の政意政る

次アイい
令 い令未を破
者な
第 ず第成た得産で

年だて れ

者しいでい

２

要方

出び

提及

ル所

に

にめ契資特

者定資

るに

務 なの役 要も格 定 必る

格成
資平

１

資と

及

で請申申

達に
調度
び年

法は

くなの請請

時方 除
）こ期、、

。い時期は

血。び成に

のと及平次
掲 液方

業月申

査４る

検法年げ
請 務

日書

名月月る技録市
判か類

び

て競１１契師を及

し

衛け江

い争日日約、受

直締生て別

る入現のを

にに前結検い市

者札在

除

な関お２し査るを

で

師でく

いすい営、技者

年つ等あ。

こるて業か

名き度、にる）

と指引

と所

を続分誠関こに

。
停きの実す

の の も、、る復こ 条 条

を。 ４ ４ 該成未者権と

被年除得第 第 当年成を

項 項 る後者くな２ １ す

人被）者 に こ見、。い

と
す被佐正 定 。、補不 規

は等 者佐又為 る補人行

格すの要

な、被） で人

、。約格類件

はる種

海。海

定平員北う北

に

の道）道

め成等

る
の４液育育

も年血教教

し９査職職

と月検庁庁

て
すい
をお

、日業員員

し
種結

の締
務が
役道
る

提

定らの

る
す

と
う
よ

類

先

除成出

を平

く

該

を月当

）４、

。年に

実

の

きで先

でま出

施日提

。在
でに示

者間指

るの

年算履法す

止２決にる
し」北

れ以に行律る

さ
い血いた海

て上お
、で和教

な液て者昭道
育

い検
こ査１あ
こ法の

と業のる年庁

。第先

をにと律出

。務

機

営定
んめ

助規 い被補の

でる号関

。人でに と助人定 こ補
契入

、争

て競

っり

あよ

た加

の参

結の

締へ

約札

血

該一のの

当に務等等

争検検

約競液液

契般血

務

り札業業

よ入査査

に

告資資

達公のの

調の務

る行

すを格格

を
務北下

役う以

契

育る

教め

道定

海に

北
教係

会に

員約

委

九育る

〇

よ

あしに

争

鎌競
般

長一

ば成

とれ作

こけり

るな 約にび

い契）及

なし

。 機

と種づ管

こと基所

る に排

めを

を衛関

。類く

の海

同て

なれ

要さ

必除

と

は育」

類教格

種道資

職い

、庁

す

市加
参

昌に
札

田入
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海海札入

業契北北入

査
務約

平 の条道道執

成 資項札教行札

十 格を幌育の

四 を示市庁場場

年 有す中企所

四 す場央画及所

北 海

２

調調契履札成

アイ入平

約行参４

達調検達に１

すを実す加年

を達査を

る海

るす施る期場す北

定務間所者道

役る予役

務役

道 公 報

１ 北

次 海

の平入 道

と成札

当

教

に

資該

お 育 格許

り年付 委

一４す

に可

員

般月る

係、

会

競９事

る免

教

争日項

営許

育 業、

第

５

資資に有資格２

約資資
有規

格効 格係格格をに

一１のす定 の期 のるは

効の 効般のるす 有間 有

喪者る

間争にが資 期更

期競

号

請提提格 申
たアイ資

４

をの 先 類先有

出 書出の

出在 名期 提所 の効

月 る所区総び

九 こ北務日

日

条福海海

と３部時北北
別

７課札庁

西利道道

。

丁幌

火

中８

目市館

曜

区２
央

日

の務人のに教

３会
北号

契北要委

名の員仕必育

及称等約海な員

称名様

対結札格教

び締道資会

入の幌育 象北

札日市長
示

数道説か中告 人 人海

９

育書平区第

教明ら央
３号

庁に成北

職よ

入 長

札

に登

告 関録

示 し等

以 第

下

法を
令取

号 のり

と

にれ」

定さ札

規消入

海

許きう北

るとい

よた

は入新定失次格
可。。

のるい件

、札めの要

間

札約れ該

格落契ずに

資
定係にし

有決にか当

を
日も当い

るのる該な

す
ででると

認まのすこ

と
するとな

たとあこと

め

と北北

こ
る

す称地間

旨

幌

り教札

よ道道

に海海
画央

な企中

わ庁市

行育

室
条議

ば務北

れ総区

け

規

員る年条に

目
丁

７
西

丁す

の月７定

等。３西

血

で北海

検ま北

液日目る
庁

教育

務道教

業海道

査

を教

、）道

等
員

庁職

育

登す員

、施委

許実育

免
要長

を育

等。教

録る会

たとっ
に
合田

場
る鎌

す

、っと

通。めなた

のる

き

あ効と。

が有たき

知

更資

日の、

た間は

っ期

の行失

１はを

ら新格

か

わう

西

ら福条

な部３

にな。

目

。丁

い課７

な利

公
布 職
す 員
る の
。 任
用
に

検
液
血
の

入入わな算契

問加アイ

たに

札札ずおし約名所

額に消消合関

金書、、

い
お昌

に記費費計す在

、
て市

９

に

入。に契要そ号

う札
第札 る書掲

札）限約開
の 。作げ

価

の 格

）成る

め。

定い

をの入 条 が時

６７８

契
る

札交交便便札

入郵郵落

明付付にびの

説等及者

の場方る報定

書よ電決

５
日

保 札札札
札

入開開
入

日場

関
す
る
権 道
限 北電

の 海話人一 道番

部 教号事を 育

任 庁委命 企－

権 画員者

称地

係載税税金る

－ 総

抜相に務

るす等等額事
北郵

費金き当１を

消る

未当海便

税額価額円担

相、満す道番

及は格は

地消当当のる教号

び、
方費額該端組育

消税と代数織庁

費等す金がの企－

税にるのあ名画

係こ請る称総

及 １ 北お し要札 第 、に

道て 者び 項 海い た否他

務２ うの 規 財、 のこ の
よ規 、告 規にに ち公 定

す 札定 り定 入に 則
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